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	 本研究では有機・生体分子の自己組織化単分子膜(SAM)を対象と

して，原子間力顕微鏡法や表面分光法などの表面・界面分析法を駆

使して SAM の抗付着特性発現機構の解析に取り組んだ．結果，水

/SAM界面における水分子の振る舞いやSAMを構成する分子の吸着

状態が，タンパク質・細胞に対する SAMの抗付着特性に多大な影響

を及ぼす事が判明した．又，生体分子の一種である DNA を用いた

SAM(DNA SAM)で被覆された微粒子に関して，DNA SAM最表層

の塩基対の相補性が DNA SAM 表面の水和状態，及び微粒子の付

着・凝集性を制御している事が明らかになった． 

	 以上の知見は，表面に存在する分子の構造や吸着状態，固/液界面

での水分子の振る舞い等の表面・界面の微視的な特性が，タンパク

質や細胞の付着，微粒子の分散挙動といった巨視的な現象を支配し

ている事を示している． 


